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要請番号（JL00620A05）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

インドネシ
ア F201 観光 20～45

歳のみ 個別 新規 2年 ・2020/2 ・2020/3 ・
2021/1

  

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

観光省

2）配属機関名（日本語）

北トラジャ県観光局

3）任地（ 南スラウェシ州北トラジャ県 ） JICA事務所の所在地（ ジャカルタ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+車 で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

北トラジャ県観光局は、南スラウェシ州にある国内有数の観光地トラジャ地区の中に位置する。トラジャ族の文化風習、
建築物などインドネシアの他地域には見られない独特な観光資源を有するこのエリアにおいて、観光局は訪問客にとっ
て魅力的な観光資源の評価と開発、ツアー企画、観光サービスの質の向上、伝統文化の保護、効果的な宣伝方法の模索
や、地域住民への資本還元と収入向上を目指し活動を行っている。2019年にトラジャ地区に新たに新設される国際空港
による観光客増加を見込んで準備を進めている。 年間予算は約80万米ドル

【要請概要】
1）要請理由・背景

トラジャ地区は、イスラム教の他のインドネシア地域とは異なり、キリスト教で独特の文化を持ったトラジャ族が居住
するエリアであり、その特殊な文化風習や建築物等に惹かれ、国内外から多くの観光客が訪れている。北トラジャ観光
局は、2017年まで海外NGOの協力下で村の観光化プロジェクトを行い、地域内12の村それぞれの特徴を生かしたビレッ
ジツアー開始の準備をしてきたが、現在受入れ体制が出来ているのは1村のみで、他にも宣伝方法、観光パッケージ化な
ど課題が多い。また、トラジャ地区に新たに開港する国際空港による観光客増加を見込んで、日本人観光客が好むツアー
内容の構成、日本語観光資料の作成等、日本人誘致に向けた協力も期待し、今回の協力隊要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

観光局のスタッフと協力し、以下の活動を行うことが期待されている。

1.北トラジャ県内の観光資源の調査と広報活動
2.観光地図やパンフレット等の観光資料の充実を図る
3.観光資源について、効果的な発信方法の支援を行う (ウェブサイトなど適切なメディア選択や内容の充実)
4.地域のガイドやドライバーなど、観光サービスに従事する人への教育機会の支援

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

机、椅子、パソコン、プリンター

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL00620A05_1.jpg?t=1582633961
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL00620A05_2.jpg?t=1582633961
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL00620A05_3.jpg?t=1582633961


30代 女性 大卒 / 観光地区促進課長

活動対象者:
北トラジャ観光局内スタッフ
県内観光地に関わる地域住民

5）活動使用言語

インドネシア語

6）生活使用言語

インドネシア語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：査証取得に必要

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：査証取得に必要

[参考情報]：

　・観光マーケティングの経験

　・パンフレットやウェブサイトのデザイン能力

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯モンスーン気候）　気温：（20～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
インドネシア側の査証手続きの都合により、他国の同隊次より赴任時期が1～2か月程度遅れます。自衛隊勤務経験者及
び海外における軍歴保持者には査証が発行されないため、本案件には応募いただくことができません。
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